
当日は三密を避けるため、演壇にアクリル板を設置し座席間隔を広く

するなど、徹底したコロナウイルス対策のもと講演会が開催された

　＜かどくら・たかし　１９７１年神奈川県生ま
れ。�年慶大経済学部卒業後、銀行系シンク
タンクに入社。�年に日本経済研究センター、
２０００年に東南アジア研究所に出向。その後、
生保系シンクタンク経済調査部主任エコノミ
ストを経て、現在はＢＲＩＣｓ経済研究所代
表。テレビ番組出演や雑誌・ウェブでの連載、
各種講演などで幅広く活躍中＞

　東北エネルギー懇談会・青森県エネルギ

ー問題懇談会連絡協議会主催の「エネルギ

ー講演会」が�月�日、青森市のウェディ

ングプラザアラスカで開かれた。エコノミ

ストの門倉貴史氏が講演し、コロナ禍で原

油などの価格が落ち込んでいるものの、収

束後には新興国を中心にエネルギー資源の

世界的な獲得競争が激化すると指摘。日本

は化石燃料依存から脱却した電源構成を模

索すべきと強調した。このほかユニークな

節約術なども披露され、市民ら１００人が熱

心に耳を傾けた。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
今
年

に
入
っ
て
か
ら
世
界
中
に
広
が
っ

て
い
て
、
公
衆
衛
生
上
の
問
題
に

と
ど
ま
ら
ず
世
界
経
済
全
体
に
非

常
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て

い
ま
す
。
国
際
通
貨
基
金
（Ｉ
Ｍ

Ｆ
）
が
�
月
に
公
表
し
た
世
界
経

済
見
通
し
で
は
、
今
年
の
世
界
全

体
の
実
質
成
長
率
を
マ
イ
ナ
ス
４

・
４
％
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
世

界
平
均
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
は

１
９
２
９
年
の
世
界
恐
慌
以
来
の

こ
と
で
す
。
日
本
に
つ
き
ま
し
て

は
、
マ
イ
ナ
ス
５
・
３
％
と
大
幅

な
落
ち
込
み
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
今
年
の
夏
、
日
本
で
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

１
年
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
最
悪

の
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
中
止
に
な
っ
た
場
合
、

大
会
運
営
費
や
観
戦
関
連
の
支
出

で
６
７
０
０
億
円
の
損
失
が
発
生

す
る
と
の
試
算
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
訪
日
客
増
加
な
ど
の
レ
ガ
シ

ー
効
果
が
無
く
な
る
こ
と
に
よ
り

�
兆
円
、
国
民
の
消
費
マ
イ
ン
ド

悪
化
で
７
兆
円
、
合
計
�
兆
７
千

億
円
も
の
巨
額
の
経
済
損
失
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
に
ど
う
い
っ
た
影
響

が
あ
っ
た
か
ご
紹
介
し
ま
す
。
世

界
の
原
油
需
要
が
大
き
く
落
ち
込

ん
だ
こ
と
、石
油
輸
出
国
機
構
（Ｏ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
で
な
か
な
か
協
調
減
産

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
原
油
先
物
価
格
が
一
時
マ
イ

ナ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
少

し
値
を
戻
し
て
お
り
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
収
束
ま
で
は
１
バ
レ
ル
‖
�

㌦
を
下
回
る
よ
う
な
、
か
な
り
低

い
水
準
で
推
移
し
て
い
く
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。た
だ
、Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
（
経
済
成
長
が
著
し
い
ブ
ラ
ジ

ル
、ロ
シ
ア
、イ
ン
ド
、中
国
、南
ア

フ
リ
カ
共
和
国
の
新
興
５
カ
国
）

な
ど
有
力
新
興
国
で
は
原
油
消
費

量
が
急
激
に
拡
大
し
て
お
り
、
中

長
期
で
見
る
と
化
石
燃
料
の
価
格

は
上
昇
ト
レ
ン
ド
で
推
移
し
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
各
国
は
さ
ま

ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。
米
国
で
は
シ
ェ

ー
ル
オ
イ
ル
の
生
産
が
急
増
し
て

お
り
、
世
界
第
１
位
の
原
油
生
産

国
と
な
っ
て
い
ま
す
。
価
格
変
動

の
大
き
い
原
油
に
比
べ
て
、（
採
掘

に
コ
ス
ト
は
か
か
る
も
の
の
）
価

格
変
動
が
少
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
米
国
は
余
剰
の
シ
ェ

ー
ル
オ
イ
ル
を
海
外
に
輸
出
す
る

戦
略
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
中
国
は
こ
れ
ま
で
化
石
燃
料
を

主
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
い
ま

し
た
。
環
境
問
題
が
深
刻
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
原
子
力
を
柱
に

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合

を
高
め
て
い
く
戦
略
を
描
い
て
い

ま
す
。
欧
州
も
化
石
燃
料
か
ら
の

脱
却
を
目
指
し
て
い
て
、
風
力
や

太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
高
め

て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
２
０
１
１
年
の
東
京

電
力
福
島
第
一
原
発
の
事
故
後
、

原
子
力
発
電
所
の
運
転
停
止
が
相

次
ぎ
、
代
替
と
し
て
火
力
発
電
に

依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
火
力
発
電
の
燃
料
は
石
炭
や

Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
な
ど

の
化
石
燃
料
で
、
日
本
は
こ
れ
ら

を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い

ま
す
。
�
年
に
始
ま
っ
た
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
で
為
替
レ
ー
ト
が
円
安
傾

向
と
な
り
、
膨
ら
ん
だ
輸
入
コ
ス

ト
の
一
部
が
電
気
代
に
転
嫁
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
日
本
は
依
然
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
を
化
石
燃
料
に
大
き
く
頼
っ

て
い
ま
す
。た
だ
中
長
期
的
に
は
、

新
興
国
の
需
要
増
加
に
よ
る
価
格

上
昇
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
や
地
球

温
暖
化
の
観
点
か
ら
、
化
石
燃
料

だ
け
に
頼
る
の
は
非
常
に
大
き
な

リ
ス
ク
で
す
。一
方
、再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
環
境
に
優
し
い
こ

と
は
非
常
に
プ
ラ
ス
で
す
が
、
電

気
料
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
賦
課
金

が
年
々
上
が
っ
て
い
ま
す
。
�
年

度
に
は
月
１
３
０
０
円
ま
で
上
が

る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
家
計
に

は
か
な
り
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

化
石
燃
料
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
原
子

力
、
こ
の
三
つ
を
う
ま
く
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
最
適
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
が
見
い
だ
せ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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